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目ざせ、事こゼロの町！ 

  

 福岡市立西高宮小学校 ３年 川添 那奈 

 

 「あんまり前に出すぎるとあぶないよ。」 

登校する時、毎日いっしょに行っている一年生と二年生の友だちにちゅう意した言葉です。 

ちゅう意した理由は、お父さんとお母さんに「電ちゅうがあって車から見えにくいから。」

と何回も気をつけるように言われた所だからです。二人が、「はあい。分かった。」と言って

下がってくれたのでほっとしました。 

 また、こんな事もありました。 

 習い事に行く時通る、車がたくさんまがって来る交さ点をお母さんとわたっていた時、後

ろの方で「ギューン！」と音がしてふり返りました。けいたい電話で話しながら、ウインカ

ーもつけずに車が曲がって行くところでした。 

「あの車あぶない！！事こになったらかんぜんにあの車がわるいけど、けがをするのはこち

らがわ。自分がいたい思いをしないようによく気をつけてわたろうね。」と言われました。 

「テレビでは見たことがあったけど、本当にルールをまもらない車がいるんだ！。」とびっ

くりしました。 

 今は一人で習い事に行くこともあるので、この交さ点をわたる時はきんちょうします。 

ほかにも一人でよく通る車の出入りが多いコンビニの横の道や、けいじばんのかげなどに気

をつけています。 

車は決まりをまもって安ぜんうんてんしてください。 

わたしたち歩く人も、電ちゅうやけいじばんのかげなど車から見えにくい場所もあるので、

しっかり気をつけたいと思います。 

 みんなで交通ルールをまもって、事このない町にしたいです。 

 目ざせ、事こゼロの町！ 


